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令和５年度 佐賀県自主防災組織リーダー研修会 実施要領 

 

 

１ 目的 
  災害発生時において、被害の防止、軽減を図るには、自主防災組織や民間企業等によ

る初期活動が重要である。 
  これら多様な主体に対する日頃のそなえの必要性を普及するため、防災に関する実践

的な知識と技術を有し、地域における防災活動等の中心的役割を担う人材を育成する講

座を開催し、防災力の強化を図るとともに本県における防災体制の充実を図り地域防災

力の強化に資することを目的とする。 
 

２ 実施主体及び共催等 

共催  佐賀県 
佐賀市、白石町 
一般財団法人 日本防火・防災協会 

後援  総務省消防庁 
 

３ 実施日時及び会場並びに参加予定者 
（１）日時：令和５年１０月２１日（土）９時３０分～１６時００分 

会場：佐賀市 市立体育館 
参加人員：佐賀市自主防災組織等の役員など 約６０名（予定） 

 
（２）日時：令和５年１０月２２日（日）９時３０分～１６時００分 

会場：白石町 総合センター 
参加人員：白石町自主防災組織等の役員など 約６０名（予定） 

 

４ 研修日程 

  別紙日程表 

 

５ 延期等の判断 

  次の（１）～（３）基準に基づき、県が研修の中止等の判断を行った場合は、研修会を中止す

る。 

（１） 大雨、台風等 

原則として以下の①～③の時点で判断を行う。なお、県内の海上に発令された暴風警報等

については、判断基準の対象外とする。 

① 研修前日（２０日、２１日）１８時時点の判断基準 

研修前日（２０日、２１日）１７時に佐賀地方気象台から発表される早期注意情報におい

て、研修当日（２１日、２２日）６時～２４時に研修会場地域に警報級の可能性が「高」と

発表されたとき、もしくは「中」が発表され、県が必要と認めたとき。 

② 研修当日（２１日、２２日）朝５時時点の判断基準 

研修当日（２１日、２２日）朝５時時点で既に研修会場地域に気象警報が発表されてい

るとき。 
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③ 研修当日（２１日、２２日）朝５時以降の判断基準 

研修当日（２１日、２２日）朝５時以降に研修会場地域に気象警報が発表されたとき。 

（２） 地震 

原則として以下の①～②の時点で判断を行う。 

① 研修当日（２１日、２２日）朝５時時点の判断基準 

研修当日（２１日、２２日）朝５時以前に研修会場地域に震度４以上を観測する地震が

発生し、２１日朝５時時点、または２２日の５時時点で県が災害情報連絡室等の体制を

とっているとき。 

② 研修当日（２１日、２２日）朝５時以降の判断基準 

研修当日（２１日、２２日）朝５時以降に研修会場地域に震度４以上を観測する地震が

発生したとき。 

（３） その他 

危機事象（自然災害、感染症、家畜伝染症、国民保護、大規模事故等）が県内で発生し、

県が必要と認めたときに判断を行う。 

 

６ 費用 

  受講料は無料とする。ただし、個人にかかる経費（講座にかかる交通費、駐車場代、宿泊費、

食事代等）については受講者の負担とする。 

 

７ 交通手段・宿泊場所 

敷地内の駐車場（無料）を準備しているが、交通手段については、できるだけ公共交通機関

を使用して各自開催場所まで向かうものとする。また、今回の講座にあたって宿泊を必要とする

者は、各自で手配するものとする。 

 

８ 問い合わせ先 

   佐賀県政策部危機管理・報道局危機管理防災課 

災害対策・国民保護担当 田中 

   TEL 0952-25-7362  FAX 0952-25-7262 

E-mail kikikanribousai@pref.saga.lg.jp 
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〇 佐賀市（１０月２１日） 
    

令和５年度佐賀県自主防災組織防災リーダー研修会 
    

日   程   表  

  令和５年１０月２１日（土） 

  佐賀市（佐賀市立体育館） 

 時  間 内            容  

 9:30 ○受 付  

 10:00 ○開 会       司会 佐賀県 危機管理防災課  

   ○主催者あいさつ   佐賀市  

   ○オリエンテーション 佐賀県 危機管理防災課  

 10:05 〇自主防災組織について（15分）  

    ・佐賀県 危機管理防災課  

 10:20 ○自主防災組織と市の協働による指定避難所の開設・運営について（20分）  

    ・佐賀市 危機管理防災課  

 10:40 ○避難と避難所について（80分）  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

     ※休憩は適宜取得  

 12:00   ＜昼休憩＞（60分）  

 13:00 ○避難所運営訓練（事前説明）  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

     ※休憩は適宜取得  

 14:00 ○避難所運営訓練（実践）  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

     ※休憩は適宜取得  

 15:30 ○総括  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

 15:50 〇閉講式  

   〇修了証・記念品授与 ※修了証、記念品を受け取られた方から随時解散  

 16:00      ＜終     了＞  

 
 

 

 

 

2 日程表 
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〇 白石町（1０月２２日） 
    

令和５年度佐賀県自主防災組織防災リーダー研修会 
    

日   程   表  

  令和５年１０月２２日（日） 

  白石町（白石町総合センター） 

 時  間 内            容  

 9:30 ○受 付  

 10:00 ○開 会       司会 佐賀県 危機管理防災課  

   ○主催者あいさつ   白石町  

   ○オリエンテーション 佐賀県 危機管理防災課  

 10:05 〇自主防災組織について（15分）  

    ・佐賀県 危機管理防災課  

 10:20 ○現状の避難所開設及び運営について（20分）  

    ・白石町 総務課危機管理・防災係  

 10:40 ○避難と避難所について（80分）  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

     ※休憩は適宜取得  

 12:00   ＜昼休憩＞（60分）  

 13:00 ○避難所運営訓練（事前説明）  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

     ※休憩は適宜取得  

 14:00 ○避難所運営訓練（実践）  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

     ※休憩は適宜取得  

 15:30 ○総括  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

 15:50 〇閉講式  

   〇修了証・記念品授与 ※修了証、記念品を受け取られた方から随時解散  

 16:00      ＜終     了＞  
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令和５年度佐賀県自主防災組織リーダー研修会 

佐賀県 政策部 危機管理・報道局 危機管理防災課 

 

 

近年、日本中で大災害が発生しております。県内では、平成 30 年から令和 3 年まで４
年連続で特別警報が発表されており、県民の防災に対する関心が高まっております。自主
防災組織において、より災害時の実践的な研修会が求められている中、自主防災組織が主
体となった避難所開設・運営訓練を行いました。自主防災組織が避難所開設・運営を行う
事で、今までより多くの避難所を開設することが可能となります。 

また自主防災組織が主導する事で、早期避難を行う事ができるため、より多くの県民が
災害から身を守ることができます。 

今回の研修は、１０月２１日（土）に佐賀市、１０月２２日（日）に白石町でそれぞれ
開催しました。研修では自主防災組織の会長や役員、各区の区長など、合計９７名が参加
しました。 

 
佐賀市は、佐賀県中央から東部よりに位置しており、北部地域は脊振山系の山間部で、

各地にアウトドア施設や温泉地を有しています。南部地域には佐賀平野の田園が広がって
おり、有明海では海苔の養殖など海の恵みを感じられる自然豊かな地域でありながら、県
内市町の中でも最多の人口を有する地域です。 

白石町は佐賀県の南西部に位置し、北は六角川、南は塩田川があり、東南部は有明海に
面しています。町西方の杵島山系から東方へと広がる白石平野は、幾多の干拓事業によっ
て造成された粘質土壌であり、米麦、野菜、施設園芸等の農業好適地帯となっています。
このように山と平野、川と海といった個性豊かな自然が一体となった町です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

３ 概要 

防災・減災SAGA 
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１ 「佐賀市における避難所について」 （佐賀市 危機管理防災課） 

佐賀市危機管理防災課から市が開設する避難所についての説明や、避難の際の選択肢が
紹介されました。さらに、気象情報と災害発生危険度に連動した避難情報、避難所開設の
関係性について説明があり、発信された情報の見方を知っておいてほしいということが伝
えられました。 

また、佐賀市における令和２年度から３年度にかけての直近の避難所開設の状況と避難
者数についての説明があり、指定避難所開設・運営に係る実際の現場では、市職員だけで
は人員不足で運営に課題があるということを知ってもらいました。一方で、市職員と自主
防災組織が協働で指定避難所を開設・運営した市内の実際のケースが紹介され、有事の際
は地域住民の力が必要となることを念頭に、今回の研修で必要な知識をと経験を得ていた
だくようお願いされていました。 
 
２ 「現状の避難所開設及び運営について」 （白石町 総務課 危機管理・防災係） 

白石町総務課の危機管理・防災係から、避難所開設・運営の現状について、避難所が開
設されるまでの流れから、実際の運営から見えてきた課題についての講話がありました。 

白石町内での近年の災害で、最多の避難者数となった令和２年の台風 10 号を例に、当
時の役場がとっていた体制と、想定以上の避難者数に混乱することとなったケースについ
て説明されました。この件から見えてきた課題があり、①人員不足、②感染症対策と避難
者の配置、③避難所生活のルール整備、④女性・くらし目線の配慮の４つが紹介され、こ
れらへの対応策について説明されました。 

最後に、災害時に備えるために平常時からの地元と各団体との連携を深めておくことや、
訓練を実施することが重要であるということが伝えられました。 
 

１０月２１日（土）佐賀市       １０月２２日（日）白石町 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐賀市 危機管理防災課の講話          白石町 総務課のベッド組立て実演 
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３ 「自主防災組織について」 （佐賀県 危機管理防災課） 

佐賀県危機管理防災課から自助・共助・公助について、自主防災組織の県内の状況や県
の取組状況など説明をおこないました。佐賀県では平成１９年以降、自主防災組織の組織
化及び活動充実化に取り組んでおり、人材・財政・仕組の３つの支援を軸にして、さまざ
まな活動を行っております。また、県内における他の自主防災組織の活動事例を参考事例
として紹介し、参加者の皆様にも地域防災力の向上に率先して取り組んでいただきたいと
いうことをお願いしました。 
 
４ 「避難と避難所について」 （大分大学 板井 幸則氏） 

 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター 防災コーディネーターの板井氏によ
る避難所運営について講義いただきました。板井氏が臼杵市消防本部に勤務されていた際、
大分県緊急消防援助隊員として東日本大震災に派遣され、現地で実際に見られた避難所の
現状や、平成２８年の熊本地震や各地における被災地での支援活動を通して、得られた気
づきや等の講演をされました。避難所には、私たちが想像することができないような物資
や衛生環境、避難所での犯罪などの様々な課題があり、配慮や支援が必要な方々も避難し
てくるので、避難所運営を担う組織が効率よく運営することが大切であることを学んでも
らいました。 

今回の会場は、実際に近い避難所であるため、床に寝たり、座ったりすることで、どの
ような環境での避難所生活になるかイメージできました。避難所生活の改善には、実際に
避難する住民が主体となり運営する事の重要さを体感する事ができました。そして避難所
を効率よく運営するために重要なことは、避難所のレイアウト（配置）とゾーニング（区
画分け）であることを学びました。 

後半の避難所運営訓練実践編に向けて、避難所内レイアウトの例を参考にしながら各個
人でイメージをし、避難所運営の班分けと、それぞれの班が行う具体的な業務のイメージ
が示されました。 
 
 
１０月２１日（土）佐賀市 講義の風景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター 防災コーディネーター 
板井 幸則 氏 
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１０月２２日（日）白石町 講義の風景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター 防災コーディネーター 
板井 幸則 氏 

 
５ 「避難所運営訓練」 （大分大学 板井 幸則氏） 
 参加者が避難所を運営する自主防災組織のリーダーで、避難所を運営することになった
という前提で演習を行いました。演習は研修受講者が避難所運営側と避難者側に分かれて
行われ、両方を体験していただきました。 

訓練は、次々と避難してくる避難者にどのように対応するかを検討するもので、様々な
配慮が必要な方たちの配置を考えながら、避難所内へ案内してもらいました。避難所にや
って来る方たちは、例えば、妊娠３８週の妊婦さんや、生後３か月で授乳中の家族、外国
人の方などがありました。これらは過去の実際の災害で避難所に来られた避難者となって
おり、午前の講義で学んだレイアウトとゾーニングの重要性を学ぶことができる、実践に
近い実習となりました。 
 避難所にテレビ取材が来た想定での対応の仕方や、被災地で実際に起きた犯罪などを未
然に防ぐための安全・安心・快適な空間を確保できるよう、避難所運営訓練が必要である
事について実習を通じ研修しました。 
 訓練終了後には、運営側各班の代表者から訓練を通しての感想を他の参加者に共有して
いただき、受付での対応が重要であることや、運営を行う各班での情報共有が大切である
ことを気づきとして共有していただきました。 
  

１０月２１日（土）佐賀市 避難所運営訓練の様子 
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１０月２２日（日）白石町 避難所運営訓練の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 「修了式」 

研修会の課程終了後、参加者には（一財）日本防火・防災協会から修了証と記念品が贈
られました。 

今後、参加者が研修で学んだことを各地域の自主防災活動に活かしていただき、自主防
災活動が充実強化され、研修の目的が達成されることを期待しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           
修了証                  記念品 
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回答者 53名 研修会全体 59名

無回答者 6名 回答率 89.8%

１　参加者の社会的立場（※複数回答可）

自主防役員 消防団員
地区役員
（区長等）

防火クラブ
公務員

（消防署員含む）
その他 無回答

25名 1名 13名 0名 2名 20名 0名

42.4% 1.7% 22.0% 0.0% 3.4% 33.9% 0.0%

２　参加者の年齢

２０代以下 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 無回答

2名 1名 4名 18名 28名 0名

0.0% 3.4% 1.7% 6.8% 30.5% 47.5% 0.0%

令和５年１０月２１日 佐賀市

42.4%

1.7%

22.0%
0.0%

3.4%

33.9%

0.0%
社会的立場 自主防役員

消防団員

地区役員

（区長等）
防火クラブ

公務員

（消防署員含む）
その他

無回答

0.0%
3.4% 1.7%

6.8%

30.5%
47.5%

0.0%
年齢

２０代以下 ３０代 2名

４０代 1名 ５０代 4名

６０代 18名 ７０代以上 28名

無回答 0名

5 アンケート結果
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３　研修全体の感想（各講義の合計）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

138 57 16 0 0

65.1% 26.9% 7.5% 0.0% 0.0%

１）「佐賀県の自主防災組織について」（佐賀県　危機管理防災課）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

24 22 7 0 0

２）「佐賀市における避難所について」（佐賀市　危機管理防災課）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

27 20 6 0 0

３）「避難と避難所について」（大分大学　減災・復興デザイン教育研究センター　板井　幸則　氏）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

45 7 1 0 0

４）「避難所運営訓練」（大分大学　減災・復興デザイン教育研究センター　板井　幸則　氏）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

42 8 2 0 0

４　今後希望する研修内容（複数回答可）

組織結成・
運営方法

地域防災力を
高めるために

災害時要配慮者
への配慮等

日ごろの
自主防災活動

他組織との
連携

災害時の体
験談

18 21 23 26 25 13 21 19

34.0% 39.6% 43.4% 49.1% 47.2% 24.5% 39.6% 35.8%

34.0%

39.6%

43.4%

49.1%

47.2%

24.5%

42.3%

35.8%

32.1%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

組織結成・

運営方法

地域防災力を

高めるために

災害時要配慮者

への配慮等

日ごろの

自主防災活動

他組織との連携

災害時の体験談

研修受講者のうち、希望した人数の割合
今後希望する研修内容

100.0%

災害発生時の

自主防災組織の

65.1%

26.9%

7.5%

0.0% 0.0%
研修の感想

大変役に立つ 138 やや役に立つ 57 

普通 16 あまり役に立たない 0 

無回答 0 

災害発生時の

自主防災組織の

活動・役割

自主防災組織に

よる避難所開設・

運営について

ボランティア組織

等との連携に

ついて

ボランティア組織等

との連携について

その他
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回答者 35名 研修会全体 38名

無回答者 3名 回答率 92.1%

１　参加者の社会的立場（※複数回答可）

自主防役員 消防団員
地区役員
（区長等）

防火クラブ
公務員

（消防署員含む）
その他 無回答

9名 3名 21名 1名 0名 6名 0名

23.7% 7.9% 55.3% 2.6% 0.0% 15.8% 0.0%

２　参加者の年齢

２０代以下 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 無回答

0名 2名 1名 2名 17名 13名 0名

0.0% 5.3% 2.6% 5.3% 44.7% 34.2% 0.0%

令和５年１０月２２日 白石町

23.7%

7.9%

55.3%

2.6% 0.0%
15.8%

0.0%
社会的立場 自主防役員

消防団員

地区役員

（区長等）
防火クラブ

公務員

（消防署員含む）
その他

無回答

0.0%

5.3%
2.6%

5.3%

44.7%

34.2%

0.0%
年齢

２０代以下 0名 ３０代 2名

４０代 1名 ５０代 2名

６０代 17名 ７０代以上 13名

無回答 0名

5 アンケート結果
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３　研修全体の感想（各講義の合計）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

99 32 5 1 3

70.7% 22.9% 3.6% 0.7% 2.1%

１）「佐賀県の自主防災組織について」（佐賀県　危機管理防災課）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

23 9 2 1 0

２）「現状の避難所開設及び運営」（白石町　総務課　危機管理・防災係）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

21 11 3 0 0

３）「避難と避難所」（大分大学　減災・復興デザイン教育研究センター　板井　幸則　氏）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

29 6 0 0 0

４）「避難所運営訓練」（大分大学　減災・復興デザイン教育研究センター　板井　幸則　氏）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

26 6 0 0 3

４　今後希望する研修内容（複数回答可）

組織結成・
運営方法

地域防災力を
高めるために

災害時要配慮者
への配慮等

日ごろの
自主防災活動

他組織との
連携

災害時の体
験談

10 15 14 8 14 6 10 4

28.6% 42.9% 40.0% 22.9% 40.0% 17.1% 28.6% 11.4%

28.6%

42.9%

40.0%

22.9%

40.0%

17.1%

42.3%

11.4%

14.3%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

組織結成・

運営方法

地域防災力を

高めるために

災害時要配慮者

への配慮等

日ごろの

自主防災活動

他組織との連携

災害時の体験談

研修受講者のうち、希望した人数の割合
今後希望する研修内容

100.0%

災害発生時の

自主防災組織の

70.7%

22.9%

3.6%

0.7% 2.1%
研修の感想

大変役に立つ 99 やや役に立つ 32 

普通 5 あまり役に立たない 1 

無回答 3 

災害発生時の

自主防災組織の

活動・役割

自主防災組織に

よる避難所開設・

運営について

ボランティア組織

等との連携に

ついて

ボランティア組織等

との連携について

その他
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○佐賀県資料 

「佐賀県の自主防災組織の活動について」     Ｐ17 

 

○大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター 

防災コーディネーター  板井 幸則 氏 資料 

「佐賀県自主防災組織リーダー研修会 

〜住民主体の避難所運営について〜」      Ｐ30 

 

○佐賀市資料 

「佐賀市における避難所について」        Ｐ42 

 

○白石町資料 

「現状の避難所開設及び運営について」      Ｐ49 
 

6 講義資料 

-16-










































